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平成26年 6月5日号
No.157

社協キャラクターのアエナちゃんです！　

 地域のみなさんと
　〝ふくしのまちづくり〟
小地域福祉活動！！
　……4面をご覧
　　 　　ください

注目!!注目!!

「ワークスかつしか」
無料職業紹介所

55歳以上の方でお仕事をお探しな
ら「ワークスかつしか」へぜひ、
ご相談ください。

◆問合せ  3692-3181

青
砥
駅

青砥駅入口

かつしか
シンフォニーヒルズ

お花茶屋

ワークスかつしか
（シニア活動支援センター内）

京成青砥駅徒歩３分

皆さんからの
会費や寄附金 に

　葛飾区社会福祉協議会（社協）は、高齢者や障がい者、子どもなどで支
援が必要な方 に々対して様 な々福祉活動や事業に取り組んでいる会員制の
民間福祉団体です。そして、社協が実施している多くの福祉事業は多くの区
民の皆さんや関係団体、企業の皆様の活動と会費や寄附金等に支えられて
います。この会費や寄附金は、社協の貴重な自主財源です。どうぞ、ご協
力をよろしくお願いいたします。

はなんですか？

福祉への貢献には様々な形があります。

　住み慣れたまちで、安心して暮らし続けることができる地域社会を目指し、
活動への参加、福祉に対する理解、そして年間１口1,000円からの社協会員と
して財源面で福祉に貢献いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　昨年度は9,661名の方々が社協会員に加入いただき、18,497,000円の会費を
納めていただきました。本当にありがとうございました。
　皆さまからの会費は社協が実施する自主事業のための大切な財源となりま
す。今年度も多くの方々のご理解をいただき、高齢者、障がい者、子どもたちなど
のための福祉事業を実施するためにご協力よろしくお願いいたします。

高齢者のために
敬老行事や会食会など、地域
の高齢者を支援する活動に

地域の絆を広げる活動や助
け合い・支え合い活動に

交通遺児等の小・中、高生に図書
カードや高校進学奨励金の贈呈に

高齢者や障がい者のちょっとし
た困り事を地域のボランティア
がお手伝い

地域福祉事業地域福祉事業
役立てられています！

あなたにとっての

福祉への貢献

平成25年度もご協力ありがとうございました

ボランティア活動 地域活動

財源面の支援 会費や寄附、
募金など

1,000円 の使い道会費

子どもたちのために

住民のつながりを広げるために

ボランティア活動支援のために

区民の協力による外出支援や家
事援助などのために

日常生活の困り事解決のために

650円

140円

60円

50円

100円

子どもたちとの世代間交流

地域住民が集って健康体操

日常生活の困り事をお手伝い

車イスを利用する方の外出支援

1

広告 広告

お知らせ 毎月第1・3土曜日は午前8:30～午後5:00迄、また、毎週水曜日は午後7:30迄窓口業務を行っています。なお、水曜日の午後5:00以降及び土曜日は
お取り扱いできない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。(土曜日の貸付相談は3日前までの事前予約が必要です。)



2

　 No.157（2014年）平成26年6月5日号申込み・問合せ先一覧
■企画総務係� 5698-2411　FAX 5698-2513
■福祉サービス係� 5698-3216
■貸付・助成係� 5698-2457
■ファミリー・サポート・センター� 5698-4151
■しっかりサポート� 5672-2833
■受験生チャレンジ支援貸付担当� 5671-5175
■小地域福祉活動担当課� 5698-2435
■ボランティアセンター�5698-2511  FAX5698-2512
■ワークスかつしか（立石6-38-11・1面下の地図参照）� 3692-3181

⬅
「
申
込
み・問
合
せ
一
覧
」の
各
担
当
係
へ
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

お知らせ 社協メールマガジンの登録は、社協ホームページから

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

「
生
活
支
援
員
」
を
募
集

し
ま
す

　

高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る

方
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

「
生
活
支
援
員
」
は
、
利
用

者
宅
等
を
訪
問
し
、
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

手
続
き
や
利
用
料
の
支
払
い
、

日
常
生
活
費
の
払
戻
し
等
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

 

⑴
区
内
在
住
で
、
20
歳
以
上

65
歳
程
度
ま
で
の
心
身
と
も
に

健
康
な
方

 

⑵
認
知
症
高
齢
者
ま
た
は
知

的
障
が
い
者
等
に
対
し
処
遇
経

験
、
も
し
く
は
理
解
の
あ
る
方

　

⑶
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護

支
援
専
門
員
の
業
務
に
従
事
し

て
い
な
い
方

　

⑷
月
に
２
〜
３
回
程
度
活
動

で
き
る
方

　

こ
の
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
時
間

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
の
間
で
２
〜
３
時
間
程
度

◆
時
給　

900
円

◆
活
動
場
所

　

葛
飾
区
内
及
び
隣
接
す
る
区

域◆
募
集
人
数　

５
名
程
度

◆
申
込
方
法

　

履
歴
書
を
６
月
30
日（
月
）ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
の
場
合
は
、30
日
必
着
）。追

っ
て
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

◆
面
接
日

　

７
月
中
を
予
定

◆
登
録
採
用

　
面
接
の
う
え
、
登
録
採
用
の

可
否
を
決
定
し
、
研
修
を
行
い

ま
す
。

◎ 

生
活
支
援
員
の
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
】

◆
日
時
　

　
①
６
月
13
日（
金
）午
後
２
時  

　

②
６
月
17
日（
火
）午
前
10
時

◆
会
場

　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か　

１

階
社
協
研
修
室

※ 

①
②
と
も
に
同
じ
内
容
で
、

１
時
間
程
度
の
予
定
で
す

（
要
予
約
）
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

第
49
回
葛
飾
区
高
齢
者

作
品
展
出
展
者
募
集

◆
開
催
日

　
９
月
26
日（
金
）〜
９
月
28
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
（
ギ

ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
）

◆
対
象
・
定
員

　
手
作
り
作
品
を
出
品
い
た
だ

け
る
区
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
　
200
名（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
期
間

　
８
月
１
日（
金
）〜
22
日（
金
）

◆
申
込
方
法

　
ま
ず
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
ご
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

家
族
で
参
加
！
　
小
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験

親
子
で
一
緒
に
、
貴
重
な
体
験
を
！！

◆
内
容

　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ア
メ

リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル

な
ど
の
駆
除
）

◆
対
象
　
区
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者

◆
日
時　

①
７
月
19
日
（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
②
９
月

20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

◆
会
場　

水
元
公
園
内　

旧
水

産
試
験
場
跡
地
他

◆
講
師　

N
水
元
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
協
力　

葛
飾
区
、
葛
飾
区
生

物
多
様
性
推
進
協
議
会
他

◆
参
加
費
　
１
組
200
円

◆
定
員

　

①
100
組
300
名
（
多
数
抽
選
）

　

②
20
組
60
名
（
多
数
抽
選
）

◆
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
※
注
）
で
「
小
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
、
保
護
者
を
含
め
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
、

①
６
月
30
日
（
月
）
、
②
９
月

８
日
（
月
）
（
必
着
）
ま
で
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
情
報
交
換
・
交
流
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

疑
問
や
悩
み
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
解
決
し
ま
す
。

◆
内
容

　
情
報
交
換
、
簡
単
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど（
予
定
）

◆
対
象

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
者
、
区
内
福
祉
施
設

◆
日
時

　
７
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
午
後
４
時
30
分

◆
会
場　

亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー

◆
講
師　

荒
谷
司
聖
氏
（
日
本

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
所

属
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
定
員
　
60
名
（
多
数
抽
選
）

◆
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
※
注
）

で
「
情
報
交
換
会
」、氏
名
（
施

設
名
）、住
所
、電
話
番
号
、Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
を
記
入
し
、
６
月
30
日

（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

等
に
手
作
り
弁
当
を
配
達
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

◆
日
時　

８
月
19
日
〜
９
月
９

日
の
火
曜
日
（
全
４
回
）
午
前

10
時
〜
正
午

◆
講
師

　

調
理
師
・
管
理
栄
養
士

◆
会
場　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル

（
立
石
５
―
27
―
１
）
２
階
調

理
実
習
室

◆
対
象
・
定
員

　

修
了
後
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

区
内
在
住
の
方
20
名
（
多
数
抽

選
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
※
注
）で「
食
事
サ
ー
ビ
ス
」、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
８
月
11
日

（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
９
月
に
水
元
地
区
で
も
実
施

予
定
で
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

地
域
で
家
事
な
ど
の
支
援
で
き
る

方
募
集
し
ま
す
！

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
協
力

会
員
登
録
説
明
会

　

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
は
区
民

同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償

の
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

高
齢
者
や
妊
産
婦
な
ど
家
事

等
で
困
っ
て
い
る
方
の
お
宅
へ

掃
除
や
買
物
・
洗
濯
・
食
事
作
り

等
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
「
協

力
会
員
」
へ
の
登
録
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場

　

①
６
月
11
日（
水
）午
後
２
時

〜
４
時　

新
小
岩
地
区
セ
ン
タ

ー
第
１
会
議
室
（
新
小
岩
２
―

17
―
１
）

　

②
７
月
１
日（
火
）10
時
〜
12

時
ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
１
階

社
協
研
修
室

　

（
予
約
不
要
、
直
接
開
始
時

間
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い
）

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

①
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転

免
許
証
②
印
鑑

◆
登
録
資
格

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

活
動
に
は
１
時
間
に
つ
き
700

円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

（
※
注
）
受
信
可
能
な
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
、
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
メ
ー

ル
を
受
け
取
れ
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
の
場
合
、「
講
座
等
の
名
称
、住
所
、氏

名
、フ
リ
ガ
ナ
、年
齢
、電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日　程 内　容 会場・講師
7月5日（土）午後1時～3時 オリエンテーション ウェルピアかつしか1階

7月24日（木）または7月28日（月）
午前９時40分～午後４時30分

基礎学習
福祉・ボランティアについて

ウェルピアかつしか1階
講師：ボランティア活動者
ボランティアセンター職員他

Aコース Bコース

7月30日（水）～
8月1日（金）
午前9時～午後5時

8月4日（月）～
6日（水）

午前9時～午後5時

体験学習（3日間）
高齢者、障がい者施設、保育園他
でボランティア実践活動

各　施　設

8月8日（金）
午後1時～午後3時

まとめ
体験発表、ワークショップなど

ウェルピアかつしか1階
講師:ボランティアセンター職員

10月上旬予定 赤い羽根共同募金　街頭募金活動 ＪＲ亀有駅前

12月7日（日）
午前9時～午後4時

かつしかボランティアまつり
イベントボランティア参加 ウェルピアかつしか

冬休み期間 冬休みのボランティア体験 各　施　設

中・高
生
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

将
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
を
育
成
す
る
講
座
で
す
！

◆
内
容

　

「
福
祉
」や「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
実
際
に
福
祉
施
設
な
ど
で
活
動
体
験
し
、
そ
の
後

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
振
り
か
え
り
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
　
中
学
生
・
高
校
生

◆
定
員
　
各
日
程
25
名

◆
日
程　

別
表

◆
参
加
費
　
500
円
（
保
険
代
等
）

◆
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
・
学

年
、
体
験
学
習
（
別
表
）
の
日
程
は
Ａ
ま
た
は
Ｂ
を
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
施
設
、
保
育

園
他
の
い
ず
れ
か
を
第
２
希
望
ま
で
記
入
の
う
え
、
６

月
20
日
（
金
）（
必
着
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー



3 お知らせ

　No.157（2014年）平成26年6月5日号

注目　地域のみなさんと一緒に“ふくしのまちづくり”小地域福祉活動10地区の取り組み状況は、4面をご覧ください!!

葛飾区ダンススポーツ連盟
 （26.4.24）

葛飾区太極拳連盟
 （26.5.14）

〜
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
〜

学
習
塾
の
受
講
料
や
入
学
受
験

料
の
無
利
子
貸
付
の
お
知
ら
せ

　

高
校
・
大
学
等
に
入
学
し
た

場
合
、
貸
付
金
の
返
済
が
申
請

に
よ
り
免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
：
中
学
３
年
生
、
高
校

３
年
生
等
（
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
20
歳
未
満
。
） 

◆
内
容

（
１
）
学
習
塾
等
受
講
料
（
貸

付
限
度
額
）
：
20
万
円

（
２
）
受
験
料（
貸
付
限
度
額
）

中
学
３
年
生
２
７
、４
０
０
円

高
校
３
年
生
１
０
５
、０
０
０
円

◆
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
（
所
得
等
）

　

詳
細
は
事
前
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ 

　

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸

付
担
当

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ー
ト

体
験
講
座 

参
加
者
募
集
!!

「
か
つ
し
か
区
民
大
学
」

単
位
認
定
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

て
み
た
い
方
へ
、
実
際
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
程
・
内
容
（
全
４
回
）

①
７
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

講
義
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

②
①
と
同
日
午
後
３
時
15
分
〜

５
時
「
車
い
す
体
験
」

③
７
月
30
日
〜
８
月
６
日
の
う

ち
１
日
「
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
体
験
」

④
８
月
７
日（
木
）午
後
２
時
〜

４
時
「
実
践
体
験
の
報
告
」

◆
対
象
・
定
員

　

18
歳
以
上
の
区
内
在
住
の
方

20
名
（
多
数
抽
選
）

◆
会
場　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル

（
立
石
５
―
27
―
１
）

◆
参
加
費　

３
０
０
円
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
代
と
し
て
）

◆
申
込
方
法

　

６
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
活
動
希
望
先
（
高
齢

者
施
設
、
保
育
園
、
障
が
い
者

・
児
施
設
の
い
ず
れ
か
）
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
つ
し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
（
春
期
）
受
講
者

募
集
!!

笑
い
と
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
！

　

今
、
笑
い
の
力
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
笑
う
こ
と
や
人
と

の
交
わ
り
は
認
知
症
予
防
の
効

果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑

っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
人
と

ふ
れ
あ
っ
て
自
分
も
相
手
も
元

気
に
な
ろ
う
と
い
う
講
座
で

す
。 

※
「
か
つ
し
か
区
民
大

学
」
単
位
認
定
講
座

◆
対
象

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

・
関
心
の
あ
る
方

◆
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

◆
日
程
・
内
容

　

①
６
月
24
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
「
笑
っ
て
も
っ
と
元
気

に
」
講
師
：
日
本
笑
い
学
会
講

師　

藤
井
敬
三
氏

　

②
①
と
同
日
午
後
３
時
20
分

〜
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践

報
告
」
発
表
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

　

③
７
月
１
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
」
講
師
：

か
つ
し
か
シ
ル
バ
ー
介
護
相
談

室　

金
山
雅
俊
氏

　

④
③
と
同
日
午
後
３
時
〜

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

講
師
：
社
協
職
員
ほ
か

◆
会
場

　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル
（
立
石
５

―
27
―
１
）
２
階
視
聴
覚
室

◆
申
込
方
法

　

６
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
支
援
活
動
の
た

め
、
70
歳
以
上
の
方
の

名
簿
を
自
治
町
会
へ
提

供
し
ま
す

　

葛
飾
社
協
で
は
、
自
治
町
会

等
が
行
う
、
高
齢
者
を
支
援
す

る
様
々
な
事
業
等
へ
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
町
会
等
が
こ
の
「
高
齢

者
支
援
活
動
」
を
行
う
た
め
の

参
考
資
料
と
し
て
、
社
協
は
区

か
ら
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に

70
歳
以
上
の
方
の
名
簿
の
交
付

を
受
け
、
自
治
町
会
に
こ
れ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿

に
登
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方

は
、
平
成
26
年
6
月
24
日（
火
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
住
民
基
本
台
帳
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
昨
年
か
ら
外
国
人
の
方

に
つ
い
て
も
住
民
基
本
台
帳
法

の
適
用
対
象
に
加
わ
り
ま
し

た
。こ
の
た
め
、外
国
人
の
方
に

つ
い
て
も
お
名
前
（
通
称
名
を

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
通
称

名
）
・
住
所
・
生
年
月
日
を
お

住
ま
い
の
自
治
町
会
に
書
面
に

て
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に

準
拠
し
た
適
切
な
取
り
扱
い
を

い
た
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
お
申
し
出
先

　

貸
付
・
助
成
係

平
成
27
年
度
交
付
分

福
祉
施
設
助
成
金
の

申
請
受
付
開
始
!!

　

葛
飾
社
協
で
は
、「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
の
配
分
金
」や「
社
協

の
会
費
」
を
原
資
と
し
て
、
社

会
福
祉
事
業
を
運
営
し
て
い
る

区
内
の
民
間
福
祉
施
設
へ
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の

8
月
か
ら
平
成
27
年
度
交
付
分

の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
対
象
施
設
の
主
な
要
件

　

①
施
設
の
目
的
及
び
活
動
が

地
域
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る

も
の

　

②
26
年
度
に
社
協
の
会
員
で

あ
る
こ
と

◆
助
成
内
容
及
び
助
成
金
額

　

施
設
で
実
施
す
る
事
業
経
費

（
運
営
費
を
除
く
）
の
75
％
以

内
（
上
限
あ
り
）

◆
申
請
期
間

　

平
成
26
年
8
月
1
日
（
金
）

〜
10
月
31
日
（
金
）

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
郵

送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
等
の
詳
細
は
、
社

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
7
月
1
日

（
火
）に
掲
載
し
ま
す
。

◆
審
査
・
決
定
・
交
付

　

申
請
書
類
を
審
査
の
上
、
決

定
し
た
施
設
に
は
、
平
成
27
年

6
月
末
に
交
付
い
た
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ

　

貸
付
・
助
成
係

本会への福祉事業資金として
○水元圦谷南町会 35,442円
○㈱稲葉製作所 100,000円
○水元圦谷南町会ラジオ体操会 16,652円
○パチンコ一福 100,000円
○藤井ミエコ（幸扇会） 25,703円
○水元地域グラウンドゴルフ交流会 10,000円
○東四つ木地区センターまつり実行委員会 26,206円
○ケアポート銀の鈴　 12,300円
○南綾瀬まちづくり懇談会レディースクラブ 8,000円
○牧野貞夫（奥戸２）　 100,000円
○葛飾区民謡民舞連盟　 55,000円
○佐藤幸宏（金町２）　 10,000円
○鵜澤正之（東金町７）　 5,000円
○葛飾音訳ボランティアの会　 33,376円
○点字グループ・アイ　 10,000円
○葛飾区ダンススポーツ連盟　 50,000円
○葛飾区民謡協会　 37,940円
○葛飾区民謡愛好連盟　　 32,166円
○四つ木公園ラジオ体操会　 20,000円
○葛飾区太極拳連盟　 43,000円
○匿名3件 12,000円

■奨学金制度利用の高まり

　最近、全国高等学校PTA連
合会などが行った調査による
と、保護者が進学にあたり重要
だと考える情報は、「学部・学
科の内容」などを抑えて、実は
「進学費用」がトップでした。
いくらかかるか親が一番知りた
いのは当然です。
　一方、「学費の準備」につい
ては、調査項目にすらならずあ
まり関心を持たれていません。
しかし、この「学費の準備」
は、前もって考えておかなけれ
ばなりません。それを解決する
一つの方法が奨学金です。大学
での奨学金の利用率は50％を
超えており、奨学金の利用は特
別なことではなくなっています。

■学生支援機構の奨学金

　奨学金のうち大学や専門学校
進学に使えるものの代表格は、
日本学生支援機構の奨学金で
す。無利子の第一種奨学金（月
額上限54,000円）と有利子の
第二種奨学金（月額3～12万
円）があります。私立大学の場

合は、第一種奨学金だけでは資
金が不足するので、一般的には
この２つの奨学金の両方を借入
することになります。しかし、
学生支援機構の奨学金は、入学
後に毎月交付となるので、普通
は入学手続き時の納入金支払い
には使えません。特に、８月頃
から始まるAO入試や推薦入試
での入学手続時納入金には全く
間に合いません。学生支援機構
の奨学金は、毎月交付されます
が、実際には半年分貯めてから
半期ごとの授業料支払いに使う
ものになっています。なお、申
込み先は在学している学校にな
ります。

■社協の教育支援資金
　社会福祉協議会（社協）の教
育支援資金は、入学金と学費1
年分を一括して貸付することが
できるので、入学手続き時の納
入金にも使うことができます。
教育支援資金では、入学金は50
万円まで、学費については、大
学は月額65,000円まで、短大
・専門学校は月額60,000円ま
でを無利子で貸付するもので

す。ただし、私立大学の場合
は、教育支援資金だけでは不足
しますので、入学後に第二種奨
学金を申請する必要がありま
す。また、一般受験での、いわ
ゆる「すべり止め」の学校に支
払う入学金には奨学金は使えま
せんので、これだけは蓄えてお
く必要があります。

■学費の準備より大切なことは

　最も大切なことは、将来の自
分の姿を見据え、何を目的に進
学するのかを明確にすること、
そして、必ず卒業することで
す。もしも、卒業できないこと
になれば、卒業資格がないう
え、就職しても、奨学金の返済
がより大きな負担になってしま
います。
　奨学金制度ができた理由の一
つは、高校や大学で学ぶこと
で、安定した収入を得られる可
能性が高くなり、将来の経済的
自立につながると考えられてい
るためです。

■相談はお早めに

　社協の教育支援資金は審査・
貸付までに約1ヶ月かかります
ので、入学手続費用納入期限の
２ヶ月前を目安にまずはお電話
ください。
　次回、８月25日号では、高
校進学における奨学金の利用に
ついてお伝えします。

シリーズ 教育資金　
season2

2

大学・専門学校進学における奨学金の利用
～蓄えがなくても進学をあきらめることはありません～

　今回もたくさんの善意のご寄附をありがとうご
ざいました。皆さまからいただいたご寄附は、社
協の貴重な資金として、地域福祉を推進していく
ための事業に活用させていただきます。なお、掲
載については細心の注意を払っておりますが、万
一誤字等がございましたら、ご容赦願います。
 （順不同・敬称略）

平成26年4月1日から5月16日まで

善意の 寄附ご 皆さん
ありがとう
ございました！



広告

地域のみなさんと一緒に“ふくしのまちづくり”

現在、私たちをとりまく状況・・・
　地域の中には、高齢者や障がい者、子
育て中の方をはじめとして、何らかの手
助けを必要としている人が暮らしていま
す。このような時、問題（暮らしにく
さ）を解決する福祉サービスもあります
が、十分に活用できない面もあります。
　そこで今、こうした課題を解決するた
め、地域全体で支えあい、助けあう「地
域のつながり」を作るための取り組みが
求められています。

“親切な行動”から
“地域（まち）の福祉活動”へ
　私たち一人ひとりが、地域の中で行う
「何げない手助けや気配り」は、あくま
でも個人的に行う“親切な行動”です。
“親切な行動”の気持ちを大切にしなが
ら、「組織的に」また「継続的に」、地
域（まち）の皆で行う地域住民福祉活動
へ広げていくことで、ふくしをテーマに
した共（互）助主体の地域（まち）を目指し
ます。

“ふくしのまちづくり”への実感！
★ サロンの参加者から、まちの歴史やい
ろいろなことを学びます！
★ 会食会で知り合いになり、まちで声を
かけられた時、つながっていることを
感じます！
★ サロンのおかげで、居場所ができ生活
のリズムの一つになります！など。

社会福祉協議会がお手伝い！
　社会福祉協議会では、小地域福祉活動
の取り組みを通して、同じ地域（まち）
に暮らすすべての人が安心して暮らせる
よう、ふれあい・支えあうまちづくりを
区民の皆さんと一緒になって進めていき
ます。

小地域福祉活動
10地区の取り組み状況

　社会福祉協議会では、福祉をキーワードに「ふくしのまちづくり」を目指し
て、区内の１９連合町会を１つの活動単位として取り組みを進めています。
　小地域福祉活動は、自治町会や民生児童委員をはじめとする地域の皆さんが
中心（住民主体）となって、地域全体で支えあうしくみを築き、地域での困り
ごと、心配ごとなどの改善や解決に向けた活動方法を考え、実践していくこと
で「お互いの顔が見え、あいさつができる、何かあったら地域で支える（互近
助力）」関係づくりを進めるものです。

◆
認
知
症
の
父
が
訪
問
販
売
で

必
要
の
な
い
高
額
な
も
の
を

買
っ
て
し
ま
っ
た
!!

　弁護士の相談日 司法書士の相談日
　●6月２6日（木） ●6月１2日（木）
　●7月２4日（木） ●7月10日（木）
　●8月28日（木） ●8月14日（木）
◆相談はいずれも下記の時間となります。
　事前に相談内容をお聞きします。
　（予約制：1回40分）
　①午後1時～　 ②午後1時４５分～
　③午後２時３０分～ ④午後３時１５分～

◆予約・問合せ
　しっかりサポート

成年後見制度ミニコーナー ①
「こんなことで困っていませんか？」

　

そ
ん
な
時
は
、
成
年
後
見
制
度
（
法
定
後

見
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
、
成
年
後
見

人
等
に
は
「
同
意
権
」「
代
理
権
」
が
与
え
ら

れ
、
売
買
契
約
等
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

「
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
成
年
後
見
制

度
の
ご
相
談
や
遺
言
、
相
続
等
に
関
し
て
、
専

門
相
談
（
無
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

次回発行日は平成26年8月25日の予定です 4
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四つ木地区
四つ木地区小地域福
祉活動推進委員会

東金町地区
東金町地区小地域福
祉活動推進委員会

柴又地区
柴又ふれあいネット

青戸地区
青戸地区福祉活動委員会

東立石地区
東立石さとざくら会

新小岩地区
新小岩小松菜いちょう倶楽部

南綾瀬地区
南綾瀬小地域福祉
活動推進委員会

水元地区
水元地区福祉活
動運営委員会

金町地区
開始年度：平成25年度
推進組織を立ち上げ、検討中

西水元地区
西水元小地域福祉
活動推進委員会


